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いざという時の心構え 特殊詐欺被害を未然に防ぐ
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裕署長（右）から感謝状を受け取る戸田さん（左）▲講師からAEDの使い方を学ぶ参加者

▲完成した標本に満足の参加者　　▲葉脈標本を手に喜ぶ参加者　▲公衆電話を学ぶ児童　　　　　　▲バルーンアートを作る児童　

　比和自然科学博物館で、葉脈標本（スケルトンリーフ）
づくり体験講座が行われ、市内外から48人が参加しま
した。
　スケルトンリーフとは、葉の葉肉を取り除き、葉脈だ
けを残した標本のことです。
　参加者は、講師の秋

あきやま

山美
よしふみ

文さんから葉脈の形や働き、
スケルトンリーフの作り方などの説明を受けた後、実際
にヒイラギとエノキの葉を使って標本作りを行いまし
た。歯ブラシでたたきながら葉肉を取り除く工程では、
みんな葉脈が破れないよう慎重に作業をしていました。
　参加者は「身近な植物もどんな葉脈があるのか、帰っ
てからも作ってみたい」と話しました。

　西城保健福祉センターしあわせ館で、「救急教室」
が開催され、18人が参加しました。
　これは、誰もが暮らしやすい地域づくりのため、正
しく認知症を理解することを目的に、認知症を支える
家族の会「西城町ひまわりの会」が主催する「コスモ
スカフェ」の催しの１つとして開催されたものです。
　当日は、救急の日に合わせ、庄原消防署西城出張所
から講師を招き、心肺蘇生法やAEDの使い方を学び
ました。また、現場状況をスマートフォンで撮影し、
消防へ伝えることのできる「Live119－映像伝送シス
テム－」についても教わりました。
　参加者は「いざという時に助ける人が１人でも多く
いた方が良いことが分かった」と話しました。

　庄原警察署で、特殊詐欺被害を未然防止したとして、
広島銀行庄原支店の戸
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子さんに感謝状が贈呈され
ました。
　戸田さんは、８月 12日の午前中、広島銀行庄原支
店を訪れた高齢女性に高額な送金手続きを求められ、
金額や送金理由を不審に思い、ヒアリングを行いまし
た。女性が一貫性のない説明を繰り返したことを怪し
く思い、さらに詳しく聴取したところ、詐欺を確信し、
警察へ通報。詐欺被害を未然に防止しました。
　感謝状を受け取った戸田さんは「普段からお客さん
に寄り添った対応ができるよう心掛けている。これか
らもこうした対応や丁寧な接客を、他の職員にもつな
いでいきたい」と話しました。

　総領小学校で、NPO日本ケアリングクラウン協会
によるバルーンアートショーが開催され、児童約 40
人が参加しました。これは同協会が行う、「心や身体
に傷を負っている人を含めて多くの人たちに、笑顔と
癒しの時間を届ける活動」の取り組みの１つです。
　当日は、バルーンアートで作った公衆電話の衣装を
使って、災害の時に知り合いにメッセージを残すため
の公衆電話の操作方法の説明や、バルーンアートを
使ったマジックショー、児童が自分で行うバルーン
アート作成などが行われました。
　参加した児童は「風船が割れないように作るのが難
しかった」と話しました。


